
 

 

 

 

 

幼小連携とは 
 本校のグラウンドや新館が、工事の関係で使えないことは御存じのとおりです。それに

伴い、１年生教室の左にある芝生広場は、新館の仮囲いが大きくせり出し、右にある公園

の半分は、臨時の駐車スペースになっています。これでは、１年生がかわいそうです。 

 そこで、１年生担任の発案で、附属幼稚園の園庭を昼休みに使わせてもらうようお願い

することにしました。長郷園長先生の返事は、「どうぞどうぞ、ぜひぜひ！」とのこと。 

 やったぁ！ということで、9/30（水）、担任と一緒に早速遊びに出かけました（下）。 

 久しぶりに広い場所で遊べることになった子どもたちは大喜び。でも、それ以上に、元

気に走り回る教え子を目にした、附属幼稚園の先生方が喜んでいました。 

 竹下先生のアイデアで、途中から、附属幼稚園を卒園した子どもたちが、そうでない子

どもたちに、「遊具の使い方を教えながら遊ぶ」というコーナーになりました。勝手が分

かっている卒園児たちは、嬉しそうにルールやマナーを教えていました。また、預かり保

育の子どもたちと一緒に遊ぶ姿や、懐かしい先生と談笑する姿もたくさん見られました。 

 幼小連携というと、情報共有やカリキュラムの作成、行事の開催など、事務的な面が表

に出がちです。でも私は、こうして幼小の先生方が一緒になって子どもたちを見つめ、育

ちの様子について語り合うことが、幼小連携のスタートではないかと思いました。 

主免実習終了 

 9/28（月）で主免実習が終了

しました。実習生はもちろん、涙

にくれる子どもたちもたくさんい

たことから、思い出深い実習にな

ったことが伝わってきました。素

敵な教員になることを祈ります。 

 「らしさ」輝く附属小 
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